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問
市
内
の
危
険
箇
所
の
把

握
と
事
前
の
防
災
体
制

の
現
状
は

答
市
の
土
砂
災
害
危
険
箇

所
は
３
７
０
箇
所
、
そ

の
う
ち
土
砂
災
害
警
戒
区
域
が

２
８
４
箇
所
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、「
土
砂
等
の
崩

壊
に
よ
っ
て
、
住
宅
等
の
建
物

が
倒
壊
し
、
住
ん
で
い
る
人
の

生
命
や
身
体
に
大
き
な
危
害
が

生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
」

が
２
８
１
箇
所
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

土
砂
災
害
の
危
険
性
は
、
同

報
無
線
や
広
報
紙
を
活
用
し
て

市
民
に
広
報
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
12
月
の
地
域
防
災

訓
練
に
あ
わ
せ
て
、
県
と
合
同

で
、
地
域
を
指
定
し
て
避
難
訓

練
並
び
に
土
砂
災
害
の
危
険
性

に
つ
い
て
講
習
会
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
初
動
体
制
の
確
認

や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。問

災
害
発
生
時
、

市
の
対
応
、
対

処
策
は

答
災
害
状
況
に
応

じ
た
職
員
配
備

の
基
準
、
体
制
、
要
員

の
配
備
体
制
が
構
築
さ

れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
台
風
、
集
中

豪
雨
に
よ
る
水
害
な
ど

が
全
国
で
頻
繁
に
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
当
市

に
お
い
て
は
、「
避
難
勧
告
等

の
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

が
策
定
済
み
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
災
害
に
よ
る
判
断
基
準
に

沿
っ
て
決
定
し
、
同
報
無
線
や

音
声
告
知
放
送
な
ど
の
媒
体

で
、
早
め
の
避
難
を
呼
び
か
け

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。

問
御
前
崎
地
区
に
公
民
館

建
設
の
計
画
が
あ
る

が
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
な
ど

の
災
害
を
考
え
る
と
、
防
災
に

重
点
を
お
い
た
多
目
的
な
機
能

を
持
っ
た
施
設
が
必
要
だ
と
思

う
が
、
そ
の
考
え
は

答
自
然
災
害
を
考
え
る

と
、
建
設
さ
れ
る
施
設

に
は
、
震
度
７
の
地
震
、
そ
の

後
に
起
こ
る
余
震
に
も
耐
え
ら

れ
る
耐
震
性
が
求
め
ら
れ
、
災

害
時
に
は
情
報
収
集
や
伝
達
の

拠
点
、
避
難
所
と
し
て
重
要
な

施
設
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

本
年
度
、
公
民
館
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
今

ま
で
ど
お
り
の
社
会
教
育
法
に

沿
っ
た
公
民
館
で
い
く
の
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
協

働
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ほ
か
の
形

で
い
く
の
か
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

問
寺
坂
線
は
区

の
津
波
避
難

路
と
し
て
利
用
す
べ

き
幹
線
道
路
だ
が
、

崩
壊
の
危
険
性
が
あ

り
、
現
状
の
ま
ま
で

は
避
難
計
画
に
支
障

が
あ
る
状
態
だ
。
改

修
計
画
の
予
定
は

答
市
道
寺
坂
線

は
、
26
年
度

の
道
路
ス
ト
ッ
ク
総

点
検
で
、
一
部
補
修

が
必
要
な
箇
所
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、順
次
、

補
修
し
て
い
く
予
定
で
す
。

今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
策
定
す
る
第
２
次

御
前
崎
市
道
路
整
備
計
画
の
中

で
方
向
性
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

問
仕
事
と
子
育
て
の
両
立

を
支
援
す
る
た
め
に
、

開
園
時
間
を
午
前
７
時
に
す
る

考
え
は

答
御
前
崎
市
保
育
所
条
例

施
行
規
則
第
６
条
に
よ

り
、
保
育
時
間
は
午
前
８
時
15

分
か
ら
午
後
４
時
15
分
ま
で
の

８
時
間
、
開
所
時
間
は

午
前
７
時
30
分
か
ら
午

後
６
時
30
分
ま
で
の
11

時
間
と
定
め
、
運
営
し

て
い
ま
す
。

高
松
保
育
園
は
、
基

本
的
な
開
所
時
間
は
公

立
園
と
同
じ
で
す
が
、

国
の
保
育
対
策
等
促
進

事
業
の
補
助
を
受
け
、

11
時
間
の
前
後
30
分
ず

つ
の
延
長
保
育
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

公
立
園
の
延
長
保
育

に
つ
い
て
は
、
今
後
の

ニ
ー
ズ
の
変
化
に
よ
り
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

問
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

に
よ
る
学
級
閉
鎖
の
判

断
基
準
と
児
童
生
徒
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
助
成
の
考
え
は

答
学
級
閉
鎖
は
、
欠
席
者

の
割
合
が
概
ね
20
％
を

超
え
る
あ
た
り
が
目
安
と
な
り

ま
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

罹り
か
ん患
に
よ
る
欠
席
者
数
が
何
％

だ
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は

な
く
、
今
後
拡
大
の
お
そ
れ
が

あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
決

定
し
て
い
ま
す
。
特
別
支
援
学

級
も
同
じ
で
す
。

高
齢
者
以
外
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
は
定
期
予
防
接

種
で
な
い
た
め
、
今
の
と
こ
ろ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
費
用
を
助
成
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

問
地
域
資
源
を
組
み
合
わ

せ
た
産
業
を
生
み
出
す

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
具
体
策

は
答
お
茶
、
メ
ロ
ン
、
イ
チ

ゴ
、
牛
肉
な
ど
の
特
産

農
産
物
、
有
数
の
水
揚
げ
量
を

誇
る
生
カ
ツ
オ
な
ど
の
水
産

物
、
観
光
資
源
な
ど
を
活
用
し

た
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
電
源
地
域
の
優
位
性
と

御
前
崎
港
を
活
用
し
た

企
業
誘
致
策
に
つ
い
て
の
考
え

方
は答

電
気
料
金
に
対
す
る
補

助
制
度
や
港
と
い
う
他

市
に
な
い
優
位
性
を
生
か
し
た

企
業
誘
致
を
進
め
、
さ
ら
に
、

企
業
立
地
可
能
性
調
査
で
誘
致

に
適
し
た
新
た
な
企
業
の
検
討

を
す
る
こ
と

及
び
御
前
崎

市
独
自
の
企

業
誘
致
制
度

の
創
設
も
進

め
ま
す
。

問
農
業
法
人
な
ど
の
誘
致

に
つ
い
て
具
体
例
は
あ

る
か答

芝
生
を
栽
培
・
育
成
す

る
企
業
、
農
産
物
を
総

菜
に
加
工
す
る
企
業
か
ら
の
耕

作
用
地
の
引
き
合
い
が
あ
り
ま

す
。
農
業
分
野
へ
進
出
す
る
企

業
に
対
す
る
御
前
崎
市
独
自
の

支
援
制
度
も
検
討
し
ま
す
。

問
第
２
次
御
前
崎
市
総
合

計
画
の
市
民
へ
の
周
知

方
法
は

答
市
の
広
報
紙
の
平
成
28

年
３
月
号
に
概
要
を
記

載
し
て
あ
る
と
と
も
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
確
認
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
市
民
と
対

話
が
で
き
る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
機
会
を
利
用
し
て

周
知
を
図
り
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

渥美昌裕

こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
建
設
に
つ
い
て

寺
坂
線
の
改
修
工
事
に
つ
い
て

大澤博克

市
立
保
育
園
の
開
園
時
間
に
つ
い
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
発
生
時
に
お
け
る

学
校
の
対
応
に
つ
い
て

櫻井　勝

第
２
次
御
前
崎
市
総
合
計
画

第
４
章
経
済
産
業
分
野
に
つ
い
て

河原﨑惠士

特産品のPRポスター

新野川の現況

市道寺坂線

御前崎こども園

問
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
、
経
済
的
支
援
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。
ま
た
、

財
源
は
何
を
充
て
る
の
か

答
29
年
度
か
ら
０
歳
か
ら

６
歳
未
満
の
未
就
学
児

に
対
し
、
一
律
の
支
援
金
を
児

童
手
当
に
上
乗
せ
し
て
支
給
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、第
２
子
以
上
の
保
育
園
・

幼
稚
園
の
給
食
費
部
分
の
助
成

を
実
施
す
る
方
向
で
考
え
て
い

ま
す
。
財
源
は
、
一
般
財
源
に

な
り
ま
す
。

問
す
べ
て
一
般
財
源
で

は
、
継
続
性
に
問
題
が

残
る
。
市
に
は
不
必
要
な
施
設

も
あ
る
の
で
、
こ
の
際
整
理
し

て
、
こ
の
財
源
に
充
て
れ
ば
よ

い
。
子
供
た
ち
の
将
来
の
た
め

に
も
改
革
を
行
い
、
捻
出
し
た

ら
ど
う
か

答
農
業
・
商
業
・
工
業
・

観
光
産
物
に
よ
り
交
流

人
口
を
拡
大
し
、
財
源
を
少
し

で
も
確
保
し
た
い
と
考
え
ま

す
。問

御
前
崎
港
は
ど
の
よ
う

に
有
効
活
用
し
て
い
く

の
か答

帆は
ん
せ
ん船

や
客
船
の
誘
致
に

よ
り
、
港
湾
周
辺
の
に

ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

問
御
前
崎
港
の
コ
ン
テ
ナ

取
扱
量
は
、全
国
比
０
・

１
５
％
で
あ
る
が
、
総
合
計
画

で
は
５
年
後
、
10
年
後
も
０
・

１
５
％
と
貨
物
量
は
増
え
な
い

と
予
想
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か

答
港
湾
の
荷
役
も
減
っ
て

い
ま
す
が
、
コ
ン
テ
ナ

船
以
外
に
も
新
た
に
バ
ル
ク
船

な
ど
補
助
対
象
を
創
設
し
た
た

め
、
そ
の
効
果
を
見
き
わ
め
な

が
ら
、
新
た
な
航
路
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
い
て

水野克尚
御前崎港


